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１
　
所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
小
田
原
市
千
代

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
一
二
月
―

一
九
九
九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
小
田
原
市
千
代
南
原
遺
跡
第
Ⅷ
地
点
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
小
出
義
治

・
小
池
　
聡

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
包
蔵
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
―
近
世

Ｔ
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

千
代
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
の
下
曽
我
駅
の
南
西
に
展
開
す
る
広
大
な
遺
跡

で
あ
り
、
調
査
地
点
も
多
く
北
側
部
分
か
ら
千
代
光
海
端
遺
跡

・
千
代
北
町
遺

跡

・
千
代
仲
ノ
町
遺
跡

・
千
代

南
原
遺
跡
と
字
名
に
よ
っ
て
遺

跡
を
呼
称
し
て
い
る
。
千
代
南

原
遺
跡
の
調
査
は
今
回
で
七
次

目
の
調
査
と
な
る
が
、
低
地
部

分
の
調
査
は
今
回
が
は
じ
め
て

で
あ
る
。

本
遺
跡
の
立
地
す
る
足
柄
平

野
東
縁
部
に
は
、
低
位
台
地
が

あ
り
、
北
か
ら
永
塚

・
千
代

・
高
田
の
三
つ
の
台
地
面
を
形
成
す
る
。
台
地
上

は
、
ほ
ぼ
全
面
が
遺
跡
と
な
っ
て
い
る
。
永
塚
台
地
の
東
縁
部
に
接
す
る
低
地

に
は
、
か
つ
て
木
簡
が
出
土
し
、
足
柄
郡
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る
下
曽
我
遺
跡

が
あ
り

（鈴
木
靖
民

「下
曽
我
遺
跡
と
出
土
木
簡
」
本
誌
第
一
三
号
）、
ま
た
今
回
調

査
地
点
の
東
側
台
地
上
に
は
、
千
代
廃
寺
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
調
査
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
行
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、
千
代
廃
寺
に
最
も
近
い
Ａ
Ｉ
Ｄ
地
区
ま
で
の
四
地
区

で
行
な
い
、
こ
の
う
ち
Ｃ
地
区
か
ら
、
一
百
〔の
木
簡
が
、
多
量
の
上
器

・
瓦

。

木
製
品
等
と
と
も
に
出
土
し
た
。
Ｃ
地
区
の
調
査
で
は
、
廷
暦

一
九
年

（八
〇

〇
）
に
降
灰
し
た
と
推
定
さ
れ
る
火
山
灰
純
層
下
か
ら
土
師
器
杯

・
甕
、
須
恵

器
杯

・
蓋

・
高
盤

・
奏

・
短
頸
壼

・
瓶
や
九
瓦

・
平
瓦
、
鋳
造
関
連
遺
物
、
木

製
品
で
は
刀
子
形

。
鏃
形

・
鳥
形

・
琴
柱
形
な
ど
の
形
代
、
斎
串

。
さ
さ
ら
棒

な
ど
の
祭
祀
具
、
下
駄

。
箸
状
木
製
品

・
鈎
針
状
木
製
品

。
刀
子
柄

。
針
状
木

製
品

。
曲
物
蓋

・
曲
物
底

・
到
物

・
九
木
弓
な
ど
の
日
常
用
具
、
か
せ
な
ど
の

紡
織
具
、
大
足

。
え
ぶ
り

。
田
舟

・
鋤
柄
な
ど
の
農
耕
具
が
出
土
し
た
。
こ
れ

ら
の
遺
物
は
、
人
世
紀
第
Ⅱ
Ｉ
Ⅲ
四
半
紀
頃
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
ハ

月
三
日
前
遺
米
四
斗
五
升
二
合
又
田

Ｌ

八

月

四

日
〔酌

配

四
斗

口

Ｈ
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日
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②
　
・
日
Ｈ
日
日
日
□
□
逗
三
遍
積
阿

。　
　
　
　
　
□
人
麻
呂

（
Ｎ
∞
『
）
×
卜
鸞

い
×
卜
　
ｏ
∞
μ

ω
は
短
冊
形
を
呈
す
る
が
、
下
端
を
欠
損
す
る
。
表
面
の
墨
痕
は
良
好
に
遺

存
し
て
い
る
が
、
一異
面
は
わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
冒
頭
か
ら
月

日
を
記
載
す
る
記
録
簡
で
あ
り
、
表
裏
で
連
続
し
た
月
日
の
米
の
出
納
を
記
録

し
て
い
る
。
規
格
性
の
高
い
カ
ー
ド
形
式
の
使
用
が
想
定
さ
れ
る
。

②
は
上
下
端
と
も
欠
損
す
る
が
、
幅
広
な
木
簡
で
あ
る
。
下
端
部
の
形
状
は
、

刀
状
を
呈
し
て
い
る
よ
う
に
も
観
察
さ
れ
、
二
次
的
に
加
工
さ
れ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。
表
面
に
は
、
僧
侶
名

（□
運
）
と
阿
弥
陀
経
な
ど
の
経
典
の
講
読

回
数

全
二
遍
）
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
裏
面
は
、
判
読
不
能
部
分
が

多
い
が
、
実
務
担
当
者
名

（□
人
麻
呂
）
を
記
し
た
文
書
木
簡
の
末
尾
部
分
と

考
え
る
。

ω
②
と
も
台
地
上
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
千
代
廃
寺
に
密
接
な
関
連
を
持

つ
資
料
で
あ
ろ
う
。

木
簡
の
釈
文
と
解
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

小
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発
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団

『神
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―
千
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台
地
南
縁
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け
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低
湿
地
遺
跡
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発
掘
調

査
報
告
書
』
０
一〇
〇
〇
年
）

小
池
　
聡

「小
田
原
市
千
代
南
原
遺
跡
第
Ⅶ
地
点
の
調
査
成
果
」
令
神
奈
川

地
域
史
研
究
』
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年
）
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）(赤外線画像)




